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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
宮
川
伸
君
提
出
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
複
合
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
住
民
避
難
等
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
高
齢
者
施
設
や
病
院
に
い
る
者
」
等
を
含
め
、
「
Ｐ
Ａ
Ｚ
」
内
の
住
民
が
実
際
に
避
難
に
要
す
る
時
間
に
つ

い
て
は
、
「
天
候
等
」
や
、
災
害
の
状
況
な
ど
に
よ
り
異
な
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
指
摘
の
「
緊
急
時
対
応
」
は
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
（
令
和
六
年
原
子
力
規
制
委
員

会
告
示
第
八
号
）
に
お
い
て
、
「
Ｐ
Ａ
Ｚ
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
施
設
敷
地
緊
急
事
態
に
至
っ
た
時
点
で
施
設
敷
地

緊
急
事
態
要
避
難
者
を
対
象
と
し
て
、
ま
た
、
全
面
緊
急
事
態
に
至
っ
た
時
点
で
全
て
の
住
民
等
を
対
象
と
し
て
、
避
難
を

即
時
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
「
施
設
敷
地
緊
急
事
態
要
避
難
者
の
う
ち
、
直
ち
に
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
の
避
難
所
等
へ
の

避
難
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
健
康
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
判
断
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
安
全
に
避
難
が
実
施
で
き
る
準
備

が
整
う
ま
で
、
近
隣
の
、
放
射
線
防
護
対
策
を
講
じ
た
施
設
、
放
射
線
の
遮
蔽
効
果
や
気
密
性
の
高
い
建
物
等
に
一
時
的
に

屋
内
退
避
さ
せ
る
な
ど
の
措
置
が
必
要
で
あ
る
」
等
と
、
ま
た
、
防
災
基
本
計
画
（
令
和
七
年
七
月
一
日
中
央
防
災
会
議
決

定
）
に
お
い
て
、
「
複
合
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
人
命
の
安
全
を
第
一
と
し
、
自
然
災
害
に
よ
る
人
命
へ
の
直



 

２ 

 

接
的
な
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
場
合
等
に
は
、
自
然
災
害
に
対
す
る
避
難
行
動
を
と
り
、
自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
が
確
保

さ
れ
た
後
に
、
原
子
力
災
害
に
対
す
る
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
原
子
力

防
災
協
議
会
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
適
切
に
住
民
の
避
難
が
実
施
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
能
登
半
島
地
震
と
同
様
の
地
震
で
複
合
災
害
が
発
生
し
、
例
え
ば
道
路
の
寸

断
、
集
落
の
孤
立
な
ど
が
起
こ
る
ケ
ー
ス
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
複
合
災
害

も
想
定
し
て
い
る
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
基
づ
い
て
、
御
指
摘
の
「
緊
急
時
対
応
」
に
お
い
て
、
「
複
合
災
害
に
よ
り
避

難
経
路
が
不
通
と
な
っ
た
場
合
」
、
「
複
合
災
害
に
よ
り
陸
路
が
制
限
さ
れ
る
場
合
」
等
に
つ
い
て
も
御
指
摘
の
よ
う
に
「
想

定
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
一
の
１
及
び
２
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
御
指
摘
の
「
Ｐ
Ａ
Ｚ
」
内
の
住
民
が

実
際
に
避
難
に
要
す
る
時
間
は
、
「
天
候
等
」
や
、
災
害
の
状
況
な
ど
に
よ
り
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。 



 

３ 

 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
十
分
と
考
え
る
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
放
射
線

防
護
対
策
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
お
い
て
、
「
施
設
敷
地
緊
急
事
態
要
避
難
者
の
う
ち
、
直
ち
に

Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
の
避
難
所
等
へ
の
避
難
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
健
康
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
判
断
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
安
全

に
避
難
が
実
施
で
き
る
準
備
が
整
う
ま
で
、
近
隣
の
、
放
射
線
防
護
対
策
を
講
じ
た
施
設
、
放
射
線
の
遮
蔽
効
果
や
気
密
性

の
高
い
建
物
等
に
一
時
的
に
屋
内
退
避
さ
せ
る
な
ど
の
措
置
が
必
要
で
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
Ｐ
Ａ
Ｚ

内
」
全
て
の
住
民
を
収
容
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
緊
急
時
対
応
」
に
お
い
て
、
バ
ス
を
念
頭
に
、
「
不
測
の
事
態
に
よ
り
確
保

し
た
輸
送
能
力
で
対
応
で
き
な
い
場
合
な
ど
、
関
係
自
治
体
の
要
請
に
よ
り
実
動
組
織
（
警
察
、
消
防
、
海
保
庁
、
自
衛
隊
）

が
必
要
に
応
じ
支
援
を
実
施
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
特
定
の
公
益
社
団
法
人
と
締
結
し
た
協
定
の
内
容
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 



 

４ 

 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
「
協
定
」
に

お
い
て
、
「
新
潟
県
」
「
か
ら
協
力
要
請
が
あ
っ
た
時
は
、
特
別
の
理
由
が
な
い
限
り
、
協
力
す
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

三
の
３
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
職
員
労
働
組
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
原
子
力
災
害
対
策
特

別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
五
条
に
お
い
て
、
「
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
又
は
関
係
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
原
子
力
災
害
予
防
対
策
、
緊
急
事
態
応
急
対
策
及
び
原
子
力
災
害
事
後
対
策
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
よ
り
、
原
子
力
災
害
に
つ
い
て
の
災
害
対
策
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項
の
責
務
を

遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 



 

５ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
原
発
事
故
に
備
え
た
避
難
路
の
整
備
」
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
要
望
項
目
の
工
事
」
が
完
成
す
る
か
否

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
（
令
和
七
年
二
月
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
国
は
（
中
略
）
避

難
道
路
の
多
重
化
・
強
靱
化
を
始
め
課
題
解
決
に
必
要
な
財
源
確
保
に
向
け
た
方
策
の
検
討
・
具
体
化
等
も
含
め
、
先
進
的

な
課
題
へ
の
取
組
な
ど
立
地
地
域
の
実
情
も
踏
ま
え
つ
つ
、
関
係
府
省
庁
が
連
携
し
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
く
」
と
し
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
例
え
ば
、
御
指
摘
の
「
周
辺
七
市
町
」

か
ら
「
要
望
」
さ
れ
た
「
避
難
の
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
る
道
路
の
整
備
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
九
月
二
十
五
日
に
開

催
し
た
「
第
三
回
原
子
力
災
害
時
の
住
民
避
難
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
避
難
路
の
整
備
促
進
に
向
け
た
協
議
の
枠
組
み
」
に

お
い
て
新
潟
県
か
ら
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
、
同
県
が
実
施
す
る
調
査
に
連
携
し
て
取
り
組
む
な
ど
、
原
子
力
災

害
時
の
住
民
避
難
の
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
事
業
の
精
査
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
」
と
い
う
。
）
の
御
指
摘
の
「
再
稼
働
」
に
つ
い
て
は
、
同
基
本
計
画
に
お
い
て
、
「
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い

て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
専
門
的
な
判
断
に
委
ね
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
策

定
さ
れ
た
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
原
子
力
規
制
委
員
会
が
認
め
た
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
の
み
再
稼
働
を
進
め
る
」



 

６ 

 

と
い
う
方
針
と
し
て
お
り
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
も
、
当
該
方
針
に
基
づ
い
て
、
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

「
国
は
こ
の
七
項
目
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
御

指
摘
の
よ
う
に
「
新
潟
県
と
確
認
し
た
事
項
」
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
に
開
催
し
た
「
第
十
三
回

原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
」
の
資
料
一
「
地
元
理
解
促
進
に
向
け
た
対
応
」
に
お
い
て
、
「
原
子
力
防
災
の
充
実
・
強
化
」
、

「
東
京
電
力
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
策
」
及
び
「
地
元
の
実
情
や
要
望
を
踏
ま
え
た
地
域
振
興
・
防
災
対
策
」
に
取
り
組
む
方

針
を
示
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
避
難
路
の
整
備
」
、
「
除
排
雪
体
制
の
強
化
」
及
び
「
屋
内
避
難
施
設
の
集
中
整
備
の
促

進
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
国
が
同
意
し
た
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
御
指
摘
の
「
再
稼
働
」
に
つ
い
て
は
、
四
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
「
緊
急
時
対
応
」
の
内
容
に
、
・
・
・
不
備
が
あ
り
、
ま
た
実
効
性
が
伴
わ
な
か
っ
た
場
合
」
の
具
体
的
に
意



 

７ 

 

味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
指
摘
の
「
緊
急
時
対
応
」
に
係
る
「
責
任
」
に
つ

い
て
は
、
関
係
省
庁
、
関
係
地
方
公
共
団
体
等
が
参
加
す
る
地
域
原
子
力
防
災
協
議
会
の
枠
組
み
の
下
、
複
合
災
害
も
想
定

し
て
い
る
原
子
力
災
害
対
策
指
針
及
び
防
災
基
本
計
画
に
照
ら
し
て
、
具
体
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
し
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
が
参
加
す
る
原
子
力
防
災
会
議
で
了
承
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
万
が
一
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
に
基

づ
き
、
原
子
力
事
業
者
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
防
災
基
本
計
画
及
び
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
基
づ
き
、
災
害
対
策

基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
都
道
府
県
の
地
域
に
係
る
防
災
に
関

す
る
計
画
及
び
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
市
町
村
の
地
域
に
係
る
防
災
に
関
す
る
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
既
に
、
各
地
域
に
お
い
て
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
が
作
成
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
計

画
を
含
む
「
緊
急
時
対
応
」
は
、
各
地
域
の
地
域
原
子
力
防
災
協
議
会
等
に
お
い
て
、
関
係
省
庁
及
び
地
方
公
共
団
体
等
の

構
成
員
に
よ
り
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
等
に
照
ら
し
て
具
体
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
が
原
子



 

８ 

 

力
防
災
会
議
に
報
告
さ
れ
、
了
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
原
子
力
防
災
会
議
で
の
「
緊
急
時
対
応
」
の
「
了
承
」
は
あ
く
ま
で
形
式
的
な
了
承
に
過
ぎ
ず
」

と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
ず
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
避
難
計
画
を
原
子
力
発
電
所
稼
働
の
前
提
で
あ
る
原
子
力
規
制
委
員
会
の

審
査
事
項
」
と
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 


